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令和４年産なし管理ポイント 第５報 

（夏期管理講習会資料） 

 

令和４年５月20日 

ＪＡはが野梨部会、ＪＡはが野営農部 

栃木県芳賀農業振興事務所経営普及部 

 

１ 果実肥大状況 

 ○幸水は、管内及び農業試験場とも平年よりやや小さく、前年より１～2割程度大きい 

（表1）。開花後、4月下旬の多雨・日照不足、5月上旬の低温に加え、結実が良く着果

過多気味の影響と思われる。 

 ○満開後30日における農業試験場の豊水及びにっこりは、ほぼ平年並みで、前年よりも4   

割程度大きい。 

表1 令和4年産なし果実肥大状況 

品種名 満開後日数 調査地点 年次 果実横径 

 

 

幸水 

 

 

30日 

芳賀町 

（稲毛田） 

本年 20.0㎜ 

平年比 93％ 

前年比 112％ 

 

農業試験場 

本年 20.8㎜ 

平年比 96% 

前年比 119％ 

 

２ 当面の栽培管理 

 (1)仕上摘果 

  ○表2を参考に実施し、最終着果量のプラス１割増し程度に制限する。 

  ○豊水やあきづきは、過度の大玉になると果肉障害が発生しやすいので、ある程度着果

量を確保する。 

表2 仕上摘果の実施方法 

品種名 実施時期 優先的に落とす果実の目安 

幸水 満開後50日まで 小玉果、有てい果、変形果、傷病果、上向き果、

果梗が短かったり棚線に係っている果実、棚線や

枝に挟まれそうな果実 

豊水、あきづき 
満開後60日まで 

にっこり 

 

○結実はおおむね良好。摘果の遅れと着果過多に注意！ 

○黒星病や炭疽病等の防除徹底！ 

今回のポイント 
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【参考】本年の開花盛日（芳賀町稲毛田） 

幸水、あきづき 豊水 にっこり、新高 

4月18日 4月15日 4月11日 

 (2)病害虫防除 

  ①黒星病 

   ○幸水、豊水で発生しやすい。 

   ○摘果作業をしながら、発病部位（芽、果実、葉）を見つけたらすぐ摘み取ってビニ

ール袋等に集めておき、園外に持ち出して土中に埋却処分する（発病部位は園内に

放置しない）。 

   ○農薬防除は雨前散布を基本に、散布間隔が空きすぎないように注意する（12日以上  

空けない）。また、十分な量を散布する（300ℓ以上/10a）。 

  ②炭疽病 

   ○近年、豊水、新高で発生が多く、にっこりでも発生が確認されている。 

   ○５月下旬～７月に最も感染しやすいので、部会防除指針を参考に農薬防除を徹底す

る。 

  ③その他の病害虫 

   ○５～６月にかけて、アブラムシ類、ニセナシサビダニ、チャノキイロアザミウマ、

カイガラムシ類、ハダニ類等が発生するので、防除指針を参考に農薬防除を徹底す

る。 

 (3)その他 

  ○着果不良樹や高接ぎ樹は、果肉障害が発生しやすいため、５～６月にかけてカルシウ

ム剤の葉面散布を行う。    
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３ 本年の気象経過 
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